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生体情報で車を制御しよう

ースマ ー トフォンを介する情報工学創造実験

l . まえがき
「スマ ートフォンを介する情報 工学創造実験 」は工学

部革新ものづくり展開力 の協働教育事業（循環型産学 協

働ものづくりプロジェクト） の一環であり、 平成24年

度で3年目となる。

本プロジェクトの背景としては、情報通信技術 （ICT

技術）は広く社会に普及し，人間社会を支える重要 な基

盤となってきた。特にICT技術 の活用は深刻化とされて

きた少子高齢化の社会問題を 解決するための重要な要

素であ る。 その一方 ，個人情報端末として急速に普及し

ているスマ ー トフォン は既存の携帯電話 ・ エレクトロニ

クス業界だけでなく 、あらゆる社会 の変革を促す。本プ

ロジェクトは，本学科の教育目標の一つである 「情報・

電気 ・ 電子工学を支える基盤技術を理解・開発するため

の専門知識を習得する」に従い，企業と連携して学生の

ICT技術およびものづくり展開力を養成する。

具体的に，本プロジェクトの目標としては， 最先端

のセンシング技術により， 人間 の有する様々な生体情

報 （脳波， 筋電， 視線， 表情， ジェスチャなど）を計

測し， スマ ー トフォンを介して車（ラジコン）を制御

する実験を 開 発し， 学生に生体情報の処理技術および

スマ ー トフォン の開発技術を取得させる。 また， 企業

の技術者そして異なる分野 の教員より各段階 の検討・

審査・評価・改良（PDCAサイクル）に参加し， 学生

の視野を 広げ， 産学 共同ものづくりのあり方を 検討す

る。

2. 実施概要

2-1 プ口ジ
、

ェクト実施計画
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図1. 本プロジェクトの実施計画

本プロジェクトの実施期間 は平成 23 年度から 26 年

度までの四年間を予定している。 図Iに示すように、
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H24年度から 、本プロジェクトを 3年次必修科目であ

る 「情報電気電子工学 実験第二」5B章（後期10月

から）に編入した。 今年度は三年目で今までの二年間

の成果を踏まえて学生実l肢によ る企業と連携し、 実用

性が高いテ ー マに絞り込んで、 より企業現場に近い開

発環境とスケジュール管理を 目指した。

2-2 プロジェクト実施の組織形態

本プロジェク卜の実施に当たって、 学内チ ー ムおよ

び学外チ ー ムより構成されている。

学内チ ー ムの構成：情報電気電子工学科学科長を は

じめ、 学科カリキュラム検討委員会および学科学生実

験ワー キンググ ル ー プの指導に基づき、 本プロジェク

ト実験担当 （教員3名＋樹栢職員2名） チ ー ムで実施

した。

また、 学外チ ー ムとしては、 これまで共同研究等を

取り込んでいる地元の2社を選んだ：オオクマ電子株

式会社（技術担当，マ ー ケテイング担当等）、 サンワハ

イテック株式会社（技術担当 マ ー ケティング担当等）。

本学科は， 次世代パ ー ソナルビ ー クル の実用化を 目

指して，サンワハイテック株式会社 （菊池市澗水町）

オオクマ電子株式会社 と共同で，新型のパ ー ソナルビ

ーク／レS TAV iを開発している。 その要素技術 とし

ては，低価格の目的地自動誘導機能、 周囲認知・衝突

回避機能並びに姿勢制御技術・転倒防止機能， また各

種生体情報を利用し、 要支援者が操作しやすい次世代

のパ ー ソナルモピリティを社会に提供する。 本プロジ

ェクトはその共同研究の趣旨に沿って発展するもので

あ る。 また，本学科では人間の有する様々な生体情報

（脳波， 筋電， 視線， 表情， ジェスチャなど）を 専門

に研究する教員チ ー ムが本プロジェクトを力強くサポ
ー卜できる。

2-2 平成25年度プロジェク卜実施概要

平成25年度では、 情報電気電子工学科3年次学生

13名より実験を行い，教材準備・実験 実施 ・ 罰叩Eと改

善の三段階に分けで実施 した。

教材準備期間（H25.5-9)

・ 担当教職員より実験 教材・実施手順・許ι価方法






